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2)骨格系分類による日本人小児の舌圧 と顎顔
面形態 との関係














階によるⅢAか らⅢCを 選択 し,バ ルーン式舌
圧測定器(JMS舌圧測定器〉による最大舌圧お












大 き く,嚥 下 時舌圧 はSkeletalⅡ群 と比較 し
SkeletalⅢ群で有意に大 きな値 を示 した。最大
口唇閉鎖力 は,skeletalI群,SkeletalⅡ群 と
比 較 しSkeletalⅢ群 で 有 意 に 大 き か っ た。
SkeletalⅢ群 におけるL1-MPは,SkeletalⅡ群
と比較 し有意に小 さく,下顎中切歯の舌側傾斜 を
示 した。 これは,嚥 下時に舌が上方に挙上す るた
め下顎中切歯に加わる舌圧は小さく,口唇圧が大
きいことにより舌側傾斜を示すと考えられた。 ま










関与が示唆 された。今後我々は,本 研究で得 られ
た知見を矯正歯科治療における患児の舌の機能評
価に反映 させていきたいと考えている。
